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1. 目的

奈留島（なるしま）は中型まき網漁業（県知事許可／19t型：以下、まき網漁業）を主幹とし

た水産業の島であり、まき網漁業は地域内生産高の約8割を占めている。

昭和末期には 16船団が経営しており、かつては「まき網の島jとして栄えた奈留島であるが、

マイワシの不漁による煽りを受けて廃業が続いており、現在では5船団が経営を維持している。

まき網漁業は関連産業を含めて地域に多くの雇用を生んでいるが（図 1）、昨今の魚価低迷に

よる収入減と高止まったままの燃油価格により、現存の 5船団も収支の均衡が保てない状況が

続いている。

このような状況の中、当地区では平成 22年度よりまき網漁業の構造改革に着手し、 4船団は

漁場の共同探索と漁獲物の共同運搬を実施することで附属船の削減を行なう「燃油価格高騰等に

より採算が悪化している漁船の収益性回復の取り組みJ（平成22年6月から 24年 5月まで）を

実施し、残る 1船団は「改革型漁船の導入による収益性改善の取り組みJ（平成23年 4月から

26年 3月まで）を実施している。（第 I期構造改革）

（ 4船団による第 I期構造改革の取り組みでは、船団構成縮小、漁場探索・漁獲物運搬の共同化、

地元水揚げ促進等の取り組みにより目標のコスト削減が実現した。特に燃油使用量については4

船団 1操業あたり改革前比で10%以上の削減が実現した。その一方、海洋環境の変化と思わ

れる漁場や魚群の形成変化と安全操業の確保や時化に伴う操業日数の減少等により水揚は漁獲

量で目標の46%、漁獲金額で目標の 64%に留まった。

これら第 I期構造改革の結果は、第3者による検証とこれに基づく更なる改革を進めるため、

国立大学法人長崎大学大学院に分析を依頼した。その結果、“現状以上の漁獲の向上を目指した

方策を立案することは現実的で、はなく、収支が見合うような経費の削減（人件費の圧縮と減船、

赤字月が多い冬季の休漁を行なうこと）が望ましい”との提言をいただいた。

これを受け、当改革計画（第E期構造改革）では、地域内の4船団が船団構成の縮小とこれに

伴う共同操業体制を確立するため経営統合を行い、流通を含む改革の取組みを確実に実施するこ

とで、収益性の回復はもとより漁獲変動に左右されない足腰の強い漁業経営への転換を目指すも

のである。

（ なお、この取り組みの実施にあたって、一定の漁獲量を確保し、かっ、共同操業体制を確立す

るためには、漁獲能力を維持したうえで、漁獲物運搬や漁撹作業を行う附属船の共有と効率的運

用が不可欠で、あり、加えて、五島列島周辺に点在する漁場を有効に操業するためには、現行4船

団での取り組みが必要となる。

加えて、奈留島の存続を図り、離島の国境監視機能を低下させないためには現行船団の改革が

重要と考える。
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図1；奈留島港内水産関連施設・整備工場等の分布図

〔・鉄工所7社（島内 8社）・造船所2社（島内 3社）・舶用電気3社・給油施設3ヶ所（島内 5ヶ所）〕

2. 地域の概要

奈留島（なるしま）は、長崎県の西に浮かぶ五島列島を構成する島の一つで、久賀島と若松

島の聞に位置し、全域が長崎県五島市に属する（平成 16年 8月 l日の同市発足までは南松浦

郡奈留町）。（図 2)

一島一漁協の沿岸漁業の島であり、 19トン型まき網漁業を基幹漁業として、 一本釣り漁業、

定置網漁業、刺し網漁業、魚類・員類養殖等が営まれている。

奈留島の人口とまき網経営体数は相関しており、昭和末期には 16船団あったが、平成8年

には9船団となり、平成 16年からは現在の 5船団となっている。（図 3)

［人口面積

産業

交通

図2；奈留島（五島市奈留町）の位置図

2,673人（2013年 3月末現在）

約 24.0km2

漁業が中心（農業及び林業生産は行われていない。）

福江島から高速客船とフェリーが運航されている。
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図3; 島内人口とまき網統数の推移

H24 

・島内人口（人）

・統数×100

平成 24年度の地域内生産高は、 5151トン・ l,llO百万円で、この内まき網漁業の水揚は、

4,482トン・ 699百万円となっている。

奈留町漁協の現業施設は図4に示す通り、大林地区に集約しており 一本釣漁業者等のための

水揚げ桟橋①、並びにまき網等を主体とする衛生管理型水揚施設⑤から製氷③・冷凍⑤、 水産加

工④の各工場が整備され、更には自動給、油施設②も加わって、まき網漁業のほか一本釣漁業、定

置神、業等の漁獲物出荷と出漁準備に対応している。

図4，奈留町大林地区・漁協現業施設群
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① 一本釣等水揚げ桟橋（紫外線軽減タイプ） ②自動給油施設 (24H対応カード均

③ 製氷工場庫内（日産 50t・貯氷 1400t) ④－1 加工場内（塩干製品づくり）

④包 水産加工場製品保管庫（－35°C) ④－3 アルコールブ、ライン凍結器 （IパッチIOOkg) 

＃ 施設名 規模・能力

① 水揚用浮桟橋 L=25m×B=lOm 可動橋 L=25m×B=3m

② 自動給油施設
カー ド式自動給油システム、タンク 50kt、

浮体式係船岸 L=30m×B2.5m 

③ 製氷工場 日産 50t、貯氷 1,400t （再砕氷マシンあり）

④ 水産加工場
総床面積 428nf、－35℃製品保管庫、急速冷凍庫、乾燥室、

アルコーノレブ、ライン凍結器（lOOkg)

⑤ 冷凍工場 凍結 30t、冷凍保管 3,000t 

⑥ 衛生管理型水揚施設 総長 108m 殺菌海水供給 30t/h 鳥獣防止ネット
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3.計画内容

( 1）参加者名簿

①地域プロジェクト協議会委員（ 。会長 O副会長 ） 

No. 分野別 機関名 氏名 役職

1 
学識経験者

。長崎大学大学院 松下吉樹 水産・環境科学総合研究科教授
ド一一一ー

2 （一部海洋水産システム協会 酒井拓宏 研究開発部部長代理

3 
漁業関係者

五島海区漁業調整委員会 草野 正 会長
ドーーーーーーー

4 五島ふくえ漁業協同組合 熊 川 長 吉 代表理事組合長

一
5 奈留町漁業協同組合 大久保金政 代表理事組合長

ド回一一幽目

6 長崎県旋網漁業協同組合 池田修二 専務理事

一
（ 7 長崎県漁業協同組合連合会 山口大作 総務指導部次長

一
8 奈留町まき網組合 鷺池 ’悟 同順洋水産代表取締役

9 奈留町まき網組合 吉 田 茂 樹 （朝恵比須水産代表取締役

10 奈留町漁協一本釣研究会 古巣和也 会長

11 
流通・加工

佐世保魚市場附 井上正人 代表取締役社長

12 長崎魚市側 多国聖一 取締役

一
13 開スーパーソニック 小島由光 代表取締役

14 （一社）長崎県水産加工振興協会 中間文晴 事務局長

15 金融 長崎県信用漁業協同組合連合会 大久保一郎 五島支所長

（ 16 
地方行政

0長崎県水産部 中谷賢治 資源管理課総括課長補佐
一
17 長崎県五島振興局 渡遺孝裕 農林水産部水産課長
一
18 五島市 林 手lj則 水産課長

一
19 五島市 富田好文 奈留支所長
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②地域プロジェクト専門委員会 ［漁船・協業化推進・経営部会］ 委員（ O部会長 ） 

No. 分野別 機関名 氏名 役職

1 漁業関係者 0奈留町まき網組合 鷺池 ’悟 同）I慎洋水産代表取締役
一
2 奈留町まき網組合 吉田茂樹 （朝恵比須水産代表取締役
一
3 奈留町まき網組合 永峰 満 （朝喜久丸水産代表取締役

4 奈留町まき網組合 福島 栄 開樹持、水産代表取締役

5 奈留町まき網組合 鎌田基義 （朝鎌田水産代表取締役

6 同順洋水産 谷 内 正 之 漁携長

7 倒恵比須水産 原塚竹美 漁携長

8 （朝鎌田水産 永峯 肇 持、携長
一
9 （荷喜久丸水産 永峯弘文 神、携長
一
10 開樹漁水産 村木哲視 船頭

11 奈留町漁協一本釣研究会 古巣和也 会長

12 奈留町漁業協同組合 出口浩一 参事

13 金融 長崎県信用漁業協同組合連合会 大久保一郎 五島支所長 （ 
14 漁網関連業者 飯島商事側 田原秀夫 総務部長

15 地方行政 長崎県水産部 古原和明 資源管理課係長
トーーーーーーー
16 長崎県五島振興局 新川貴史 水産課技師

一17 五島市 竹野 茂 水産課係長

③地域プロジェクト専門委員会 ［流通・販売促進部会］ 委員（ O部会長 ） 

No. 分野別 機関名 氏名 役職

1 流通・加工 0九州商船側奈留代理店 柿森 誠 店長
トーーーー幽幽ー
2 佐世保魚市場側 井上正人 代表取締役社長

同一一一回
3 長崎魚市岡 多国聖一 取締役

ヤE・E・－

4 長崎県漁業協同組合連合会 渡辺秀悟 参事兼鮮魚冷販売部長
トーーーーーーー
5 （一社）長崎県水産加工振興協会 中園文晴 事務局長 （ 

ド－・E・－
6 ニチモウ側 是 村 忠 良 取締役・福岡支店長

トーE・E・－－－
7 側スーパーソニック 小島由光 代表取締役
一
8 ヤマト運輸附 田中憲治 奈留センター長

9 漁業関係者 奈留町まき網組合 鷺池 a悟 （胡JI慎洋水産代表取締役
トー一一幽目
10 奈留町まき網組合 吉 田 茂 樹 倒恵比須水産代表取締役

トーーーーー幽ー
11 奈留町漁業協同組合 葛島寿彦 販売課長

ト一一一ー
12 奈留町漁業協同組合 京 俊夫 加工課長

13 地方行政 長崎県五島振興局 岡本 昭 五島水産業普及指導センター所長
ドーーーーー岨ー
14 長崎県五島振興局 新川貴史 水産課技師

』一ー岨ー
15 五島市 竹野 茂 水産課係長
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( 1) 改革のコンセプト

第 I期構造改革においては、コスト削減は実証できたものの、水揚量が想定を大きく下回

ったことで、目指した漁業経営への転換は実現できなかった。このため、長崎大学大学院に

第 I期の取組結果の分析を依頼し、“現状以上の持獲の向上を目指した方策を立案すること

は現実的ではなく、収支が見合うような経費の削減（人件費の圧縮と減船、赤字月が多い冬

期の休漁を行なうこと）が望ましい”との提言を受け、これら取り組みを行うことで、収益

性回復と足腰の強い漁業経営への転換を図るものである。

具体的には当地域のまき網漁業5船団のうち4船団を経営統合し、船団規模の縮小を図る

ほか、これに伴う操業を維持するための取り組みを行う。

船団規模の縮小により低下する操業能力を従前のレベルに維持するための新たな取り組

みの他、一部の船団で取り組んでいた漁獲物の活魚化を全船団で積極的に推進し、蓄養施設

を整備することで、生産者自らが価格形成に関与できる体制を構築する。

また、指揮命令系統の一本化によって運搬船の運用をはじめとした共同操業を円滑に行う

ことで燃油費削減の効果を得るとともに、裏漕ぎ等の作業を共同して行うことによって、揚

網時の安全性の確保を図る。

更には、過分な設備投資を抑えるために、各船団が保有している漁網の共同利用のほか、

消耗品等の一括管理を進める。

＜生産に関する事項＞

・4船団それぞれの船団構成を5隻ないし6隻体制カ冶ら 1船団4隻体制に移行する（別に共用

の運搬専用船1隻を確保）。

－操業時の指揮命令系統を一本化し、魚群形成の把握を適時行うことにより、漁場への各船団

の配置を効率的かっ円滑に実施する。

・このことによって、船団構成の縮小により低下する操業能力を維持するとともに、船団関で

の操業技術の底上げや人員交流を積極的に推進することにより、更なるコスト削減と操業の

効率化を目指す。

＜流通・加工・販売に関する事項＞

・これまで一部船団で行われていた、アジを主体とする漁獲物の活魚化と出荷調整を4船団で

実施する。

・そのため、活魚施設（運搬船・生賛）を統一管理し、漁獲物を蓄養することによって荷受側の

流通量に応じた〆ものの販売に加えて、活魚の販売量を増やし、従前は買い手側にあった価

格決定権を生産者側の意向がより反映される取引に転換し、魚価向上に繋げる0

・消費者ニーズに応じた鮮魚出荷や加工品開発を行い、関東を中心とした大量消費地への流通

量を拡大し、魚価の向上を図る。

＜支援措置（漁業構造改革総合対策事業その他国庫助成事業、制度資金）の活用に関す

る事項＞

水産庁の「もうかる漁業創設支援事業J、長崎県の「水産バイヤー・トレード事業J「ながさ

き漁村・漁港高度利用プロジェクト推進事業j による支援を得て実施する計画である。
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( 3）改革の取組み内容

大事項 中事項 現状と課題 取組記号・取組内容 見込まれる効果（数値） 効果の根拠

生産に関 船団の合理 －これまで、個々のまき綿事業者 A l・地区内4船団を経営統合し、新た －経営統合により個々の事業 資料1

する事項 化による省 がコスト削減のための経営努力 な法人を立ち上げ1社4船団体制 者では取り組みが困難であっ

人・省エネイ七 を行い、一部の附属船の共有化等 とする。 た以下の取り組みが可能とな

のための協 の取り組みを行ってきたが、燃油 り、これに伴う効果を得るこ

業に関する 価格の高止まりや離島という地 とができる。

事項 理的ハンディにより経営状況が ・B～Iの合計で

一層厳しくなっている。 197,944千円のコスト削減

1船団の隻数が 6隻体制税関船×1 B 船団構成の大幅な削減を図る。 ［灯船3隻に係る費用削減l 資料2

隻・運搬船×2隻・灯船×3隻） • 4船団で灯船3隻を削減 (1）漁船（燃油費等）

であり、燃油代をはじめとする経 • 4船団で運搬船3隻を削減 年間約 14,720千円削減

費が嵩んでいる。 （既存運搬船も省人化1名） (2）人件費（省人化による縮減）

4船団総数 4齢団総数（6隻削減） 年間約 23,336千円削減

網船4隻 網船4隻 灯船計381056千円削減

灯船 10隻 専用灯船6隻 －灯船兼運搬船の省人化（ 1名

運搬船9隻 （運搬船兼用）灯船2隻 減）を図ることにより 3,761

合計23隻 （灯船兼用）運搬船4隻 千円の人件費を削減する。

専用運搬船 1隻 【運搬船3隻に係る費用削減】

合計 17隻 (1）漁船C燃油費等）

－灯船兼運搬船として使用する附属 年間約 34,313千円削減

船は機動性を備え、かつ、漁獲物積 (2）人件費（省人化による縮減）

載量が他の運搬船よりも小さな漁 年間約 34,398千円削減

船を使用することで1隻3名から 運搬自合計681711千円削減

2名体制とする。
一 一 一 一

8 
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大事項 中事項 現状と課題 取組記号・取組内容 見込まれる効果（数値） 効果の根拠

（生産に関 （船団の合理 －網船の乗組員は1隻あたり 13～ c 1 ・0ifilOJ J<iil: u~ J: ~ ・年間約 40,243千円の人件費 資料3

する事項） 化による省 14名であるが、省人化の余地があ 員配置を見直し、全船団で 11名体 を削減する。

人・省エネ化 る。 制を基本とした操業に転換する。

のための協

業に関する －各船団は漁獲物が少量であって D l運搬船を船団間で全て共有化する 積み合せ運航により 1ヶ月当 資料4

事項） も個別に運搬船を使用しており、 ことで隻数を減じ、漁獲状況に応じ たり平均7.5隻積み合せで713

非効率な運搬を行っている場合が て船田聞の積み合せ運航を行うな 千円、年間 7,843千円の削減効

ある。 ど、効率的な運搬体制を構築する。 果が得られる。

－各船団が経験値で目的の漁場に E －全探索船で随時リアノレタイムの情 －効率的な漁場選定が可能とな 資料5

出漁している。 報交換を行い、刻々と変化する漁場 り、全船が目的の漁場へ無駄な

形成に対応する。 く航行する事によって、合計

－漁場の選定は前日の情報を基に 17隻で年間 9,361千円の燃油

行っているが、当日は魚群形成が い、各船団の出漁エリアを判断・決 費軽減を図る。

変化しており、無駄な航海を行つ 定を行い漁場探索の無駄をなくす。

ている場合がある。

－船団関での操業技術の共有化が ・船団を超えて、幹部船員の勉強会 －操業の効率化と網船横転防止 資料6

図られていないことから、非効率 を定期的に実施し、平穏時の裏漕ぎ 等の安全操業に寄与できる。

な操業が行われている場合があ 2隻体制から 1隻体制とする実証

る。 試験を行うなど、更なる省人・省エ

ネ化を図る。

9 



大事項 中事項 現状と課題 取組記号・取組内容 見込まれる効果（数値） 効果の根拠

（生産に関 （船団の合理 －各船団の操業作業は船団毎に独 F －全船団で協力し、操業場所が近接 ・最少の船団構成の中で、広範 資料6

する事項） 化による省 立しており、非効率な作業を行つ している等の一定の条件下におい 囲の海域を効率的に利用する

人・省エネ化 ている場合がある。 て船団間の枠を超えた裏漕ぎ等の ために船団の枠を越えて附属

のための協 共同作業を行う。 船全船が作業船として従事す

業に関する る事で操業能力を維持・確保

事事。 できる。

－操業後は漁場の遠近にかかわら －漁場に応じて、網船の帰港地を変 －網船の帰港地の変更に伴う燃

ず全漁船が必ず奈留島内の母港に えることで、網船の不要な航行をな 油削減

帰港しており、不要な航行をして くす。（鮒属船は母港に帰港） 46.6千円／回×30回×4船団

いる。 ニ 5,592千円

• 7,魚、網補修作業や消耗漁具購入等 G －破網時の補修作業を全船団共同で －短期間での漁網補修作業が可 資料7

は個々の事業者が個別に行ってい 実施するとともに、漁網の共問利用 能になる。

るため、補修作業の効率化の余地 を行う。 －予備網の統数を抑えることが

があり、全船団で同種類の消耗漁 でき、漁網の在庫が軽減でき
' 

具を複数所有している。 る。

H －消耗漁具の一元管理を行う。 －在庫管理の適正化と購入ロッ

－消耗棟、具の共同購入（購入購買ロ ト拡大により 72千円コスト削

ット拡大に伴う）により各費用に係 減が図られる。（消耗漁具購入

る購入単価を下げる。 コストの 1%削減）
’ … 一 一 …

・近年、冬期にはカタクチイワシ I . 1月、 2月のうち、原則 1ヶ月間 －収支状況が悪い 1～2月の 資料8

の回遊が減少しており、荒天によ 収益性が改善される。

り出漁も少ないため、 1～2月の 魚種の回遊状況に応じて出漁する 費用減 24,305千円一水揚減

収支が悪い。 体制をとる。 19,110千円ロ5,195千円の収

支改善

10 
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大事項 中事項 現状と課題 取組記号・取組内容 見込まれる効果（数値） 効果の根拠

（生産に関 （船団の合理 －乗組員はそれぞれの所属船田の J －乗組員の漁労技術の習得等 資料9

する事項） 化による省 漁船にのみ乗船していたため、限 のスキノレアップが図られる。

人・省エネイじ られた漁労技術習得と情報入手 －乗組員の休暇取得にも柔軟

のための協 しかできなかった。 に対応できる。

業に関する

事項）

資源管理に －確定した休漁日が定められてお 五 ・マアジ等を持続可能な対象資 資料 10

関する事項 らず、資源保護に関する意識の醸 における中型まき網漁業の資源管 源としての保護に寄与できる。

成が十分とは言えない。 理計画」に基づき、休漁日の設定

によるマアジ、マサパ、マイワシ

の自主的資源管理措置を実施す

る。

流通加工 漁獲物の活 • 4船団のうち活魚化できる船団 L －活魚輸送機能がない運搬船 2隻 ・マアジを中心とした活魚出荷 資料 11

販売に関 魚化による は2船団のみであり、活魚輸送と に活魚輸送バッグを導入するとと により年3,024千円の収入増

すること 活魚出荷 活魚出荷の体制が不十分である。 もに全船団で短期蓄養用の共同施

；設（洋上働を肌醐出荷

を行う。

漁獲物の蓄 ・4船田のうち 2船団が蓄養によ M 

「一
・マアジを中心とした活〆出荷 資料 12

養による活 る活〆出荷に取り組んでいるが、 格動向に応じた活〆出荷を行う。 により年34,983千円の収入増

〆出荷 市場のニーズに応じた活〆出荷

が行われていない。

11 



大事項 中事項 現状と課題 取組記号・取組内容 見込まれる効果（数値） 効果の根拠

（流通加 流通経路の簡 －流通経路が複雑であるがために N －新たな外食・流通業者との連携に －差別化による魚価アップ 資料 13

工販売に 素化 売価に対する手取り金額が低い。 より、川上から川下までの流れを簡 初年度は 300kg;47千円の収

関すると 素化するとともに、消費者の求めに 益増、 2年目以降も徐々にアジ

と） 即応できる体制を構築する。 等直販の流通量を拡大させる。

(3年目以降 l,OOOkg;158千

円）

新アイテム －消費者ニーズの把握とこれに応 。i・長崎県が推し進める f水産パイヤ －本年度バイヤーによるアドパ 資料 14

開発 じた商品開発が不十分である。 ！－トレード事業」を活用し、マアジ イスを受け、翌年度よりマアジ

フィレ一等の産地の強みを全面に ブイレ一等の新アイテムの開

押し出した新たな商品づくりとそ 発を行い、原料となるまき網の

の販売／レートを開拓する。 地元水産物の魚価を押し上げ

ることができる。現時点で効果

の数値化は困難
一 一

流通過程に －出荷から着荷までに時間がかか p －既存製氷施設を利用したシャーベ ・高鮮度保持により魚価アップ 資料 15

おける鮮度 るため、漁獲物の鮮度が悪化する ット氷の製造機を整備することに 等の効果が期待できるが、現時

保持 場合がある。 より、出荷時におけるシャーベット 点での数値化は困難

氷の利用を推進し高鮮度保持を図

る。

地域との 地区内一本 ・一本釣等の活魚は、漁協が活魚 Q －まき網蓄養漁獲物を活魚運搬機能 ・一本釣り漁業者等の活魚運搬 資料 16

連携に関 釣漁業者等 運搬船を所有する近隣漁協に委託 付運搬船で本土まで運搬する際、一 にかかる経費削減により一本

する事項 への貢献 して本土まで運搬しているが、運 本釣等の活魚も積み合せて運搬す 釣り漁業者等の収益増（5,640

賃が高い。 る。 千円）に寄与できる。

（まき網の収支には影響せ

ず。）
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大事項 中事項 現状と課題 取組記号・取組内容 見込まれる効果（数値） 効果の根拠

（地域との マグロ養殖 －第 I期改革で福江島のマグロ養 R －引き続き、冷凍前の適切な鮮度 －確立された既存ルートによる 資料 17

連携に関 事業者への 殖事業者へ2年間で273トンの餌 保持を行うことにより、品質の安 福江島への餌料供給に加えて、

する事項） 餌料の供給 料を供給し、餌料の輸送体制を確 定を図る。 奈留島内で陸路を用いマグロ

立した。 養殖向けの高品質な餌料が短

今年度（下半期）からは新たに奈留 時間でスムーズに供給される。

島内でもマグロ養殖が開始されて

おり、高品質な額料の供給が求め

られている。

水産に特化 －各漁業種類が各々の取組みを実 s －長崎県が推し進める「ながさき棟、 －当該まき網による構造改革の 資料 18

した地域と 施しており、有機的な連携による 村・漁港高度利用プロジェクト推進 手法（協業化）を他の漁業に取

してのグラ 地域振興を図る必要がある。 事業jによって、奈留島の核となる り入れる事ができないか検討

ンドデザイ 漁業と種々の取組みを試験的に実 する。

ンの構築 施し、地域の特性に合った活性化プ －地区内未利用（宋対価）水産資

ランを行政とともに作成する。 源の事業化を模索する。

－その他、まき網をはじめとす

る水産関係施設整備の検討も

併せて行う。

13 
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(2) 改革の取組み内容と支援措置の活用との関係

①漁業構造改革総合対策事業の活用

取組 事業名 改革の取組内容との関係 事業実施者 実施年度

記号

A～J もうかる漁業創設支援 4船団の経営統合による 奈留町漁業協同組合 平成 25年度

L,M, 事業（漁船等の収益性 附属船の大幅削減並びに ～27年度

N, 回復の実証事業） 運搬船の共同運航により、

収益性の回復の実証事業

を実施

② その他関連する支援措置

取組 支援措置、 改革の取組内容との関係 事業実施者 実施年度 （ 
記号 制度資金名

。長崎県水産バイヤー 産地と消費地の人的繋が 長崎県 平成25年度～

トレード事業 りの強化による販売力並 奈留町漁業協同組合

びに商品開発力のアップ

p 産地水産業強化支援 シャーベット製氷装置の 奈留町漁業協同組合 平成26年度

事業等 導入による鮮度保持と漁 ～27年度

獲物の差別化

s ながさき漁村・漁港高 地区内で核となる漁業と 長崎県 平成25年度～

度利用プロジェクト 組み合わせる種々の取組 奈留町漁業協同組合

推進事業 を試験的に実施し、各地域

の特性に合った活性化プ

ランを作成する （ 

14 
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( 5）取組みのスケジューノレ

① 工程表

記

号

A 

B 

c 
D 

E 

F 

G 

H 

I 

J 

K 

L 

M 

N 。
p 

Q 

R 

s 

取 組内容 25年 26年

4船団4法人体制から 4船団 1法人体制への移行

船団構成の縮小と費用削減

小型灯船兼運搬船の導入

網船の人員配置の見直しによる省人化

漁獲物の積み合せ運航

船団聞を越えた情報交換による漁模様への適時対応

操業命令系統の一本化と船団長ミーティング等の実施

船団を越えた作業船の利用

網船の帰港地の変更に伴う燃油削減

漁網等の補修作業の共同化

資材・消耗品の一括購入と管理

冬期の休漁による収支の改善

船団を越えた乗組員の異動

マアジ等資源管理の取り組み

全船団による活魚化（活魚出荷）（活魚移送バッグの導入）

全船団による活魚化（蓄養による活〆出荷）

新たな流通業者との連携に関する取組み

新たな商品開発等の取組み

既存製氷施設を活用したシャーベット氷による出荷

地区内一本釣等漁業者への貢献

マグロ養殖事業者への餌料の供給
間

水産に特化した地域としてのグランドデザインの構築

② 改革の取り組みによる波及効果

－まき網漁業の存続により、地域内生産高を保持することができる0

・関連産業を含め、島内雇用を確保できる。

27年 28年 29年 30年

・一本釣の活魚を運搬船に積み合せて出荷することにより、一本釣漁業者の経営改善に貢献できる0

・福江島、奈留島のマグ、ロ養殖事業者に対し、高品質な餌料を安定供給することができる。

4 漁業経営の展望

当地域は 19トン型まき網漁業（5船団）が基幹漁業で、地域経済を支える大きな柱となっている

が、燃油価格の高騰や水揚不振により、いずれの経営体も厳しい経営となっている。

今回の改革では、 4船団で生産コストの削減と低迷する水揚に応じた収益性を確保するために、使

用漁船を削減して 1船団4隻（網船1隻、灯船兼運搬船3隻）体制に改革するとともに4船団による

漁労作業の共同化や漁獲物の共同積載を行う。また、減船に伴い低下する操業能力を補うために操業

命令系統を一本化し、より効率的な操業スタイルへの転換を目指すものとする。

15 
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これにより、経費削減と操業の効率化を実現し、漁獲変動に左右されない足腰の強い漁業経営への

転換を図り、地域を支える持続可能な産業となる。

＜中型まき網漁業＞A,B,C,D船団：A水産，B水産，C水産，D水産斗一法人化（例：株式会社N水産）

( 1）収益性回複の目標

（単位：水揚量はt、その他は千円）

現状 改革1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

収 入（計） 589,284 608,228 608,276 608,339 608,339 608,339 

水揚量 2,571 2,417 2,417 2,417 2,417 2,417 

水揚高 589,284 608,228 608,276 608,339 608,339 608,339 

経 費（計） 856,331 593,537 593,537 593,537 593,537 593,537 

人件費 373,607 265,491 265,491 265,491 265,491 265,491 

燃泊代 145,557 87,258 87.258 87,258 87,258 87,258 

修繕費 40,780 33,895 33,895 33,895 33,895 33,895 I 

漁異費 9,091 7 119 7, 119 7, 119 7119 7,119 

その他 53,398 39,172 39,172 39,172 39,172 39,172 

保険料 22.047 20,092 20,092 20,092 20,092 20,092 

公租公課 3,257 3,257 3,257 3,257 3,257 3,257 

販売経費 104,057 92,068 92,068 92068 92,068 92,068 

一般管理費 104,537 45.185 45,185 45,185 45,185 45,185 

償却前利益 -267,047 14,691 14,739 14,802 14,802 14,802 

（現状）

・ 現状の水揚量と水揚高は、 5中3方式あるいは複数年の平均値ではなく、水揚げが低調で、あった平

成23年8月から平成24年 7月末までとした。

・ 経費は上記期聞における各船団（各社）の月次補表より各費目を抽出し、積算した 4船団分のA
計値とした。

（改革後）

水揚量は1月・ 2月の休漁に伴うものを控除して算定した。

水揚高の増加は活魚化に伴い全船団で試みたテストケースで求められた効果の 1ヶ月平均に9ヶ月

を乗じ算定した。（8～9月は高水温、 1月・ 2月のうちいずれか1ヶ月は休漁のため、活魚輸送は

行わない。）

新たな販売ルートによって得られる効果も水揚高に加味し算定した。

人件費は、網船の人員配置の見直し、灯船並びに運搬船の削減と運搬船の共同利用等により削減し

た。ただし、活魚運搬に係る費用は加算して算定した。

燃油代は、①削減する附属船に伴うもの ②漁獲物の積み合せによる運搬回数の削減に伴うもの

③休漁に伴うもの ④効率的な漁場選定による網船と附属船の燃油使用量の削減に伴うもの を控

除して算定した。

16 
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修繕費、漁具費、その他、保険料は、附属船の削減に伴うものを控除して算定した。

（漁具費については、上記に加え4船団一括購入等により従来比 1%相当額の削減を見込んだ。）

公租公課は現状のとおり。

販売経費は、削減する運搬船の氷代と休漁に伴う関係経費を控除して算定した。

一般管理費は、役員報酬を一律8,150千円（×4船団）とし、予備船員4名の他部門異動と網作業労務

費等を控除して算定した。

(2）収益性回復の評価

このように本プロジェクトの改革計画を実施することにより、収益性は高まり、初年度以降約

14,691千円の償却前利益が確保できる。このことにより、脆弱な経営体質からの脱却を図り、収

益の確保による安定的・計画的な経営体への移行が可能となる。

（参考）改革計画の作成に係る地域プロジェクト活動状況

実施時期 協議会・部会 活動内容・成果 備考

平成24年 平成 23年度第 1回五島中型 ・マイルドの 1年目の実績
3月 1日 まき網地域プロジェクト協 －オリジナノレ1年目 1月末実績並び

議会（漁船・漁携部会、流通 にマイルド2年目 1月末実績
加工・販売部会合同開催） －流通販売加工に関する取組み状況

について
－次年度以降の本会の活動について
－漁獲状況の分析を専門の機関に依
頼することについて

－その他（協業化について）
平成25年 平成 25年度第 1回五島中型 －本協議会副会長の選任について
5月 24日 まき網地域プロジェクト協 ・マイノレド2ヶ年並びにオリジナノレ

議会（漁場・協業化推進・経 1年目、 2年目の実績について
営部会、流通・販売促進部会 ・五島中型まき網地域プロジェクト
合間開催） における中型まき網漁業の経営動

向分析等の調査・研究報告につい
て
・五島中型まき網地域プロジェクト
改革計画（第2期）の骨子について
－その他

平成25年 平成 25年度第 2回五島中型 －五島中型まき網地域プロジェクト
10月 17日 まき網地域プロジェクト協 改革計画（第E期）について

議会 －その他

17 
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資料3一②

五島中型まき網地域フロジェクト
改革計画書資料編

資料12 全船団による活魚化C蓄養による活〆出荷） 13、14

資料13 新たな流通業者との連携に関する取り組み 15 

資料14 新たな商品開発等の取り組み 16 

資料15 既存製氷施設を活用したシャーベット氷による出荷 17 

資料16 地区内一本釣漁業者等への貢献 18 

資料17 マグロ養殖事業者への餌料の供給 19 

資料18 水産に特化した地域としてのグランドデザインの構築 20 

取組みに伴う収支構造の改善 21 

参考資料 燃泊費（量）削減算定一’まき網乗組員の年齢構成 2,'2 

五島中型まき網地域プロジヱクト中型まき網漁業の経営動向分析結果の概要 23 
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取組記号：B

灯船 12 

運計搬船~~ ～草20成·；~年.OS 
ド旧 ？ ？ で一ーヶ？で一一ー一ー四一一72ムO.aふ

新

l 平成22年

灯船 10 

運搬船 9

計 23

四ーーー回目ーーーーーー四ーーーーーーー

｜改革計画 i
［網船 4 灯船 6 

運搬船 7（内灯船兼用6)

やI （庁、

~ I I ~ 

｜｜削減 譲渡売却等処分 ｜小型代替船 ！

l 「·，~i ~ー－四・！
・1 、Q 戸、 E

I i kミ.....，＇: 

F 圃 圃 闘 圃 闘 圃・

ー－－－－• I灯船削減効果

I I 前~~；ol 人： 23,336
• I計：38.056平円

ド （単位：千円）

I I運搬船削減効果
(3隻；9名）

・｜船：34,313 人34,398

． 小型運搬船
兼灯船導押入効果

I . I人：3,

I I’t: 3.761干円

I ｜計：68.711干円

（単位・千円）
I I （単位：千円）

• ~2~ - • 圃圃・ . 圃園 田 ・圃・・・・・・・・・・



資料3

取組記号：C縞船省人化 省人化の全体図

く棚組織紛 I4人仁議機ぶ主主要露、
く灯船 I 2人 . - h 品l

14人当 11人 ｜く灯船 ！？λ 計27人仁 二守 百十19人

4人〔謀総：＿轡軒下
く運搬船兼灯船｜ 2人 II. ・1

2人 計27人 ιー；＿;.;-:::::.;:-..:::c ！ザ 百十19人

B水産

13人当11人

金扇運搬嗣制 3人 ~~~釘fJ~»
4人 譲渡・売却等

く灯船 I2人 II. - I 

2人 計27人 間耐欄曹.-a・十22人

C水産 婚届揚盤面画醐

14人＝今11人

く 灯船獲量級船13人 : __ ~運搬船~－~：：·
譲渡・売却等

＜運搬船兼灯鉛I2人
く！汀蛤 I2人 計23人 人7

t
 

A
I
E
 

計

船種

4社計 F圃圃圃圃嗣圃ーー－－－－・園田園周園町－－.

: A～D 計104人 功功訪77人 A2I司〉
・．圃園田園田園園田園園園園園田園圃圃園田園 F

網船

-3-



E調 凝働の療み針~lit I 
漁獲物積み合せ運航テストケース（H25年5月から8月末まで）

取組記号：D
＃ 日付 漁獲 数量（目算） 運搬船 水場港数量（仕切） 備考

1 B水産 100 

2 5/31 D 水産 350 
D2 長崎 378 

3 A 水産 250 

4 6/1 B水産 100 C4  長崎 8966/3水揚

5 c水産 300 

従前57号隻r..＝－のス実の動実童績数でにlホ対6 A水産 250 

しテスト7 6/4 C水産 500 C4  長崎 898 

8 D 水産 500 
27隻に抑えられている。9 B 水産 30 

6/4 D 水産 D2 長崎 122 
(£.30隻）10 100 

11 A 水産 250 
C4  長崎 578 

12 6/7 C水産 250 

13 B 水産 250 
A3  長崎 737 

14 6’／12 A 水産 420 

15 B 水産 280 

16 6/28 A 水産 250 
A3  長崎 560 

,17 白水産 100 
D2  長崎 472 用いる1航海の燃油使用量18 7/11 0水産 450 

19 B 水産 150 

20 /12 D 水産 250 
D2  長崎 287 は平均むosoe

21 A 水産 120 

22 7/19 B 水産 100 
83  長崎 221 

23 7/20 B 水産 100 
C4  奈留 160 

24 c水産 10 

25 B水産 150 

26 7/25 A 水産 150 
A3  長崎 571 

27 A水産 120 
C4  長崎 282 

28 7/26 c 水産 130 

29 A水産 100 
C4  奈留 238 

30 7/27 C水産 100 

31 A水産 50 
C4  奈留 154 

32 7/30 C水産 60 

33 A 水産 80 
C4  長崎 231 

34 8/1 B水産 150 

35 A水産 150 
C3  長崎 307 

6 8/2 B 水産 70 

37 8/3 A 水産 120 
C3  長崎 5128/5水揚

38 c水産 250 

39 8/3 B 水産 80 
C4  長崎 2768/5水揚

40 8/4 C水産 200 

41 A 水産 50 

42 8/5 C水産 150 C4  長崎 269 

43 B水産 80 

44 B水産 10 
C4  奈留 80 

45 8/6 C水産 70 

46 B水産 100 
C4  奈留 115 

47 8’／10 C水産 10 

48 A水産 180 
C3 長崎 359 

49 8/16 C水産 120 

50 A 水産 850 
C3 西日本 948 

51 8/17 C水産 100 

52 B 水産 100 
C4  長崎 189 

53 8/19 C水産 100 

54 A水産 70 
C3  長崎 426 ※冬期1ヶ月休漁のため55 8/26 c 水産 150 

56 8/27 D水産 380 
C3 長崎 489 

57 c水産 100 

集計 57隻 10,040 27隻 10,755 -4-



資料5

をき！酔

休業・漁獲物販売の
最終決定

【総括漁携長】

ミィーティング座長

全船の省燃油化ヘ1の取り組み

船種

網船

灯船・運搬船

運搬船専用

計

佳動燃油使用量燃油費 ±10九 燃油費
Z 臥 (Q) （千円） （千円） （千円）

4 409 372 36 129 -3 613 32 516 

12 715 068 62 854 -6 285 56 569 

58 076 5 371 537 5 908 

17 1,18口16 1叩 54仁互亘 仰93

-5-

取組記号：E

l上記の通り、運搬船専用船を有す
るc水産の燃油使用量は、第 I期と
比して.A.11.8%となった事が確認で

きたため全船の燃油費10%削減を
図る。
但し、専用運搬船は10%増

削減額年間9,361干円



I ~~·6臨盤璽鍾塑塑暫彊－
①最少の船l団構成の中で、広範囲の海域を
効率的に利用するために船団の枠を越えて
附麗船全船が作業船として従事する事で操
業能力を維持・確保する。

取組記号：E,F

②左記①と同様に作業
船舶に代わるものとして、
パラアンカーを採用し、安
全性の確保も図る。（前項
の勉強会テーマ）

好漁場に近隣している福江島の玉之浦港、富江港等を網船の帰港地として
利用することによって、 1回につき往復5時間で使用する燃油約s3oeが節約
できる。 s3oe×88円（改革計画書P16現状時点の平均単価）キ46.6千円

46.6千円×年間30回×4船団＝年間5,592干円の燃泊費削減
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※今後必要な漁網等については、
共有資産として取得

単年度費用の消耗漁異費につい
ては、発注の一本化により1%相
当彊が削減できる。

（取引商社試算）

単年度経常漁具費（附属船削減後）

4船団計 I 1.191千円

-7-



回国 冬物保；綾は~I/£~（／）改善 ｜ 
4船団の月次収支合算（H23.8～H24.7)

・収入 可支出 圃収支差

取組記号：｜
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8

①休漁に伴う

水揚げ減

②乗組員の賃金

形態の見直し

③休漁期の

各種費用の減少 燃油費 I 
12,131千円 ｜ 

②人件費減

従来本給1ヶ月分の1/3

8,792千円
（費用減：収支↑）

③休漁に伴う費用減

燃油代・販売経費削減

冨司 1s.;13千円
I （費用減：収支↑）



資料9 IJOM雄 社乗il!Rの期 （ 

船員名簿 船員名簿船員名簿

網
船

運
Cl搬

41襲
用

網
船

網
船

船

一
搬
一

運
一

兼

一

船

一
灯
一

平

，

‘
ヲj

’

、..！...－___ ,._ 

’ 
A c 

1 

c 
2 

船員名簿原本
(4船団全

船員名簿（写）

’‘，， ... . .. 

白宮lB l運

！国311

~~ 杓
可F

（ 取組記号：J] 

船員名簿

網
船

i船員法施行規則（一括届出）第二十ニ条 哩 ！ 
！ 船員の乗組みを同一船舶所有者に属する航海の態様が類似し、かつ、船員の労働条件が同等であるこ以上の船 i
l舶相互の聞において変更させる必要がある場合において、船舶所有者が所轄地方運輸局長の一括届出の許可を I 

i受けたときは、当該許可に係る船舶に乗り組む船員の雇入契約は、これらの船舶のすべてについて存するものとし l
Eて、当該雇入契約の成立等の届出をするものとする。
』圃園田園ー田園園園園E ・ E ・－園田園園田園園園E ・ E ・－ー園田園園田園園圃圃圃圃圃園田園田園圃圃園田園＿J

・9・



置置 切手資源開の問み

［ 奈留町糊に…ー牒の 資源管埋計画］
取組記号：K

平成21年～平成23年

・・司・
三＜I比三七一週

・・凶・

｜ 定期休漁日の設定（年間）

定期休漁日

①毎月右表の通り月中4日
4日× 12ヶ月＝坐rum

②8月13目、 14日、 158

③12月30目、 31日

④1月1目、 2目、 3日

＝主E盟

＝£§盟

＝三旦盟

H25年7J周～H26年6月

年間計568間

平成24年～現在

長崎県五島海区（奈留町漁業協同組合）における中型まき網漁業の資源管理計画休漁日一覧（H25年7月～H26年6月）

7周 ·~ 
項目 目・ 項目 E ・ 項目冒曜 項目固． 項目 Ell B 曜 項銅回曙

月

火

本

本

金

主

目

月

火

E

2

3

4

5

6

7

．， 
10本

日本

"* 
13主

"" 
＂月

＂火

日本

1・＊

"* 
20念

'* .• 
2 ・ · ~
1± l火

4回 ・本
雪月 S本

‘ 火‘金
7水 ？主

・本 ・a

’金 ’R
10土 10火

ll回 日本
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活魚のまま活込み

パターンA：アジの3ヶ月活魚協業テストによる活魚出荷の売価と

間サイズの従来〆もの売価（棺場）の比較 （単位：箱、円）

5 月 6 月
出荷 サイス．

数量 金額 数量
全平均＠

平均＠ 金額 平均＠

アジ活魚 混在 935 5,610,000 6,000 379 2,274,000 6,000 6,000 
販売

アジ鮮魚
混在 11 67,397 6,127 304 1,581,104 5,201 5,233 

販売

差額 ----------- 企127 ------------ 799 767 

※1箱当り767円の差額iこ1,314箱（935+379）を乗じると3ヶ月間（7月は取引なし）で

1,007,838円の差益が生じた。（1箱正昧18.5同であるので1,007,838円／日4本 18.5詩句当り41.4円）よって
年間1,007,838/3×9ヶ月キ3.024千円を改革による収支改善効果とした白
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｜制1!1②）. .  霊－璽

通しロープ
PElOφ 

｛ 取組記号：L] 

自作活魚移送バッグの導入

,_--;i ＇：.ムて＼ ~11.事
e， 州、寸ー
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（ちょうちん生筆網）

• 1～2ノット曳航

－複数張り曳航可能

• 1張り入り数

アジの場合
600kg～1,300kg 
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3:842 出向s iii 
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4,000 

8,000 2 "' 2,083 "' 49,992 
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7,189 98 10,100 5 

4,665 1,016 5,062 131,612 10,409 67 

4,558 1,315 3,602 169,294 7,650 30 

3,581 2,013 2,720 247,520 7,571 207 

3,423 3,885 2,549 700,975 6,678 218 

3,642 2,770 2,301 586,755 6,278 497 

3,033 4,144 2,426 1,921,392 6,453 176 
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5,201 304 "' 301 6. 1,505 
.-
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6,274 1,768 3,967 

価格差 :1 1,479 6,455 3,728 

今回のテストケースの結果、アジのみの単一魚種で月平均
3,887千円の効果を確認した。

高水温時の8月・9月、並びに冬期の休漁1ヶ月聞は活魚化
できないため、この取り組みを実施できるのは年間9ヶ月間

3,887千円×9ヶ月＝34,983千円を改革による収支改善効果とし

左ι 一 ［活〆出荷風景2013.§_.9]
記輔

4,671 14,285 
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C水産

A水産

C水産

B水産

C水産

c水産

B水産

A水産

C水産

A水産

C水産

A水産

C水産

A水産

C水産

C水産

C水産

B水産

C水産

C水産

A水産

A水産

A水産

C水産

C水産

B水産

C水産

B水産

C水産

B水i!l
C水産

A水産

C水産

A水産

C水産

C水産

B水産

C水産

B水産

C水産

8水産
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5/5 

5/6 

5/8 

5/11 

5/12 

5/13 

5/14 

5/15 

5/17 

5/19 

5/20 

5/21 

5/30 

5/31 

6/4 

6/11 

5/29 

6/5 

6/6 

6/7 

6/10 

6/12 

6/13 

6/14 

6/16 

6/17 

6/27 

6/28 

7/8 

7/10 

7/11 

7/12 

7/15 

7/16 

7/17 

7/18 

6/29 

7/19 

集計
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顧客開拓・販売

大牟薬用酒

メーカー

直営店

新規顧客販売
（飲食店を中心としたサーピ、ス産業）

売上高 経費 1個当たり（箱代・氷350円）
日付

販売先漁業種類 魚寝 K g数 単価 売よ金額 経費計 収益

4/4東京仲買 一本釣共販タイ 31.7 1,100 34,870 1,750 33,120 斗Z 750 ..l,2,7JS 7,32Q -1§,_1詰
・・・ι・・・2圃，：－ 750 

If萩構飲食店 ，， ’E 
6.2 1,000 6,200 350 5,850 回 ,.4,650 1ぷ2 3,430 

4/8 ，， If II 8.0 1,100 8,800 350 8,450 13.oL 7~0LJ，飽 l},llQ 4,780[ 3,67Q 

§］「 7~0 ·If！東京和食 If II 6.0 1,100 6,600 350 6,250 4,50Q 1,nQ 3,280 ..f,97Q 

4/13東京仲買 ，， II 17.8 1,100 19,580 700 18,880 1.Z.:,§L 750 ~ ,.Ll,35,0 6，盟E 7，草Q lll，盛g

If新機飲食店 ” 
II 8.0 1,100 8,800 350 8,450 』』 750 6,000 1,22Q」 4,780 3,fil.9 

4/15東京仲買 If II 66.4 1,100 73,040 2,800 70,240 66.4 7盟 49，錨Q 17，盤Aι.Q_32,72【 0 ~7・，・，_g『Q

If If ’F ススキ 3.0 1,500 4,500 。4,500 」2「 1，旦QI ,.filJOO 
園田喧』喧

・3,300L 1，辺Q． 
54.i[ 4/17 ，， ，， タイ 54.2 1,100 59,620 59,620 750 ＿」Q，監Q 13,41.Q ..].],]dO 32，~0 

2,44宅Q" 4/20 ，， If II 11.4 1,100 12,540 700 11,840 750 8,.22.Q 6,110 5,730 

，， If ，， ススキ 7.1 1,100 7,810 350 7,460 7.1 900 6,390 1,11.Q」 5,170 2,290 

If i新機飲食店 ，， タイ 7.0 1,100 7,700 350 7,350 .l..Q 750 ..2，語P i,m w ,030 3，忍B

4/24東京仲買 ，， II 36.8 1,100 40,480 1,400 39,080 」臼L Z盟 」Z,'600 ~a' 坦，o~o .1.9，旦へ.Q 

4/27新宿飲食店 ，， II 8.5 1,100 9,350 350 

4/28東京｛中賞 ，， II 20.7 1,100 22,770 

4/29 ’F 
，， II 65.9 

~I !!. 1しま剖U註支え」l
合計 366.7 

アジの新たな流通業者との連携による手取り価格は 」」卜一ー1三5二ー－ ？ヲ 初年度lま158円 x300kg ~ 47千円
206円／kg(1,650円／8kg）、同日の市場価格による 2年目＠× 600kι95千円

手取引面格は48円／kgで、前者が158円／kg上回る 3年目以降＠× lgO~Okι158千円
結果となった。 I g • 



｜資料14.

水産科イヤー、ト （取組記号：O

現状・・・：⑨通事生直翻・温値鳳弼賓の鱒少
②S面軍事暑の慣，E佑ff.温んでおり、人隠の構’ーにより重なる贋拘留の増大が蝿縛で96

これまでの事揖：これまで川下（消費地〉で聾けていたバイヤーの開価＠、 Jllよ（庫地〉で水損される原魚に患でさかのぼり、
との遣い 現地で副首・摘噂を聾ける乙とにより、商圃掴蝿（丸体、－)t(加工晶、最鍵加工晶） .温める．

※1県内企業へのバイヤー受入（派遣期間 ：1ヶ月未満）
加工畠の発掘、新商畠の開先・改良指導、人的曹がりの強化による値先取扱 他

LO販路拡大
0生協 活鮮魚出荷 （丸体）

0量販店 ：鱒・エラ・内属抜書、..:t? .. ~ ... ~ .. kス他（一次加工品）

! 加工場 ！ 
i 原料供給

－丸体
・内属、館除去等

※3簡易機器
施股盤備 0県満遍

加工晶
：（最範製晶）0問屋

※4商昂隠発
改良

0加工協旗他
タループ

※2販売ターゲツト企難での研修（派遣期間 ：6ヶ月未満）
販売・曽鍵知鶴・按衡の冒得、商畠開発力の強化、商晶ニーズの把握他

・..................................・・・・・圃・・・・・・・・・・・・圃・・・圃E・・・・圃・・・・・・・・z・・・・・・・・・・・・・・..・・・・・・・・・・・・・・・・・・．．．．．．．．・

｜例：フィレーマシーン導入による生アジフィレー ）

対象魚

処理佳様

イワシ、アジ、など

三枚卸し（腹骨付／無両対応）

胞開きG腹骨付／無両！対応）

囲
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理
一

処

処



.EDI僻鰍麟務局均叫ね仰［

設置場所案
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1問 16－ 量－
［まき網運搬船で本土まで運搬する際一本釣等の活魚も都合せる 1［取組記号：u]

③相場とまき網運搬
の状況を見ながら
出荷する。

五・列・

約1t>C>krn

④活魚運搬は「C3Jを主

に用いてまき網の活〆
野締めものの相場を
確認し、時には併せて
長崎魚市等ヘ出荷
(1航海当り活魚3.7

下表の通り、一本釣り
等による活魚出荷量
実績は年間56,423kg

活魚輸送運賃は100

円～120円／kgである

からまき網ものとの合
積みにより年間与坐Q

千円の収益増が一本
釣り漁業者等に見込
める。

一 本釣等共販活魚出荷集計（参考）

平成23年S月 9月 10月 11月 12月 平成24年1月 2月 ヨ月 4月 5月 6月 7月 合計

数置（i<.() 4,959.4 2982.4 4,792.0 9101.1 17,692.3 3936 553.0 1353.4 408.3 4480 2,794.5 3370.6 

金額（税込） 2,576,823 1,869,689 2,425,281 5,650,783 10,676,642 2,676,244 418,219 1,045,697 494,845 3,193,641 1,906,220 2,565,927 35,500,011 

-18-
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｜資料11.IFJI量－・
（ 取組記号：R ] 

長崎。福江（＝今奈留）

。奈良尾

＊奈留寄港上り1便のみ

1, 551トン

・貨物の少ない福江～奈良尾聞を有効活用

．大型トラックの積載可能

－大型トラックは船会社が所有

＝今養殖事業者までの運賃の単価契約可能

旧運賃 120円／個（15kg）程度．．． 
『司司........－

新運賃 80円／個（15kg)Iこ実現

マグロ養殖場

1年目

年 月 億数 t数 魚種

（第 I期） 22 7 784 11.76ザ，，・.ウルメ他

マグロ
12 2,359 35.39サ／＼..ムロ7シ他

23 1 784 11.76サハ．他

養殖向け 2 784 11.76サハ’他

餌料供給 3 784 11.76サハ．他

実績
4 2,352 35.28サハ．他

5 784 11.76ザハ．他

小 計 8,631 129.47 

2年目

年 月 個数 t数 魚種

23 7 500 7.50サハ．他

8 1,544 23.16サハ．他

9 500 7.50サハ．他

12 2,352 35.28サハ．他

24 1 784 11.76サハ．他

3 3,136 47.04サハ．他

4 784 11.76サハ．他

小計 9,600 144.00 

合計 18,231 273.47 

平均 9,116 136.74 加えて、本年度より奈留島でも
マグロ養殖事業が展開

ピヤドウ，B 網ノ

萄
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若総重量

市幾lUJ'
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E園 棺／ご脱抑ιm汚点ゅの鰐1
ながさき漁村漁港高度利用プロジェクト推進事業 （ 取組記号：s] 
～奈留町地区プランのイメージ～

／ 
漁船漁業構造改革事業

｜まき網 i
.D-

一本釣り
たこつぽ

他

｜魚類養殖（マグロ等）｜
餌

ιιι  選別機

製氷施設港湾整備道路整備

餌

共同経営〉

貝類・藻類の養殖

既存漁業協業化 効率的操業

漠然としたものから

ー七一~
具体的な

巨標・ゴールの設定

はっき－りとしたものに

~ームー
目指す姿の実現

（理想・希望の達成）

。現状把握・分析

。問題整理
。課題抽出・設定

。課題クリアに向けた
対策・スケシ．ューJレ

。プラン作成

く〉プランに沿って

アクション

計画的・効率的・－確実に呂標査実現

-20-

円事業での支援

（補助）
－協議会運営経費
．試験経費

］ 必要に応じて各種
補助事業等で支援

女プランに沿った

内容については

優先採択



[ ~法改善］ （参考資料 ）①

H23年8月～H24年7月までの収支状況

（月次試算表より4船団分合算） 現況

(400,000}200,000) 。200,000 400,000 600,000 800,0001,000,000 。200,000 400,000 600,000 800,000 

281,738千円の収支改善（初年度）

取組みに伴う

ぐ 借方〉

(A)+ (B）訪問，944+ 262, 794 = 281, 738 
（現状より収益増へ）

l級λ減

水揚減（1月・2月）/2 19 110 

収益増減合計（A）・・・・18,944



． 

｜ 燃油費（量）削減算定 （ 

（参考資料 ）②

政革前 -1（~A事 事均！単価88.同fQ 

改革後 ＂（A=EB) 実勢単価9S，同j.Q

70代， 2，~% 20代，6,5.8% m伸、 噌白配

------- I －－－－－－…，… 川

参考資料 ｜③

A～D船団104名

50代，

57,54.8% 

数
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年

2
日ーーーーー四ーーーー

% 

2J:l% 

1.9% 

14.4% 

54.8% 

21.2% 

1.9% 

100.0% 

40代，

11,14.3% 

改革後
(2013年9月現在の年齢で試算）

I A～D船団 77名｜
年代 人数 % 

20 3 3.9% 

30 1 1.3% 

40 11 14.3% 

so 45 58.4% 

60 15 19.5% 

70 2 2.6% 

計 77 100.0% 

so代，
45,58.4% 
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S巳

長鑓・体:a
＿...........】~ －』ー

4・・・
4・・＂飽・体遺

＆店主」4

1五島内マグロ襲殖への鴛純倹給体制備軍 lr 地元高水織高鱒llllll舗の釜別化
錫斜Jiili漉舗の地区内水自由11溺加一 ・ 高鱒ll~量温舗のlfi也8普通エ 』ー

iii鱒唱E温漫舗の.......の原発

コスト削減と叙入浴により待自書可鎗な Ill陸軍’.

2師‘

・~ l帽

i長側IL寸 1

震剛 sq:iE員自民高 S~ H § ~ 
----←「 日汁 N：~78

gぷ｜ 空常識杭百
3四 iI十一一一一一一 日当た？？期待箱設オ宮7

"" 日H 露両日商 S~ u § ~ 

漁獲箱数 一ト「 吐N=266
明 1「一一一 簿業B数百74一一一一一

蹴 JL一一~呂の早均泊絹銑凶－
2開 l -El当たり期待箱叡 277

I 1 

S! §!il ~自 ~~n~~u
漁獲箱数

一日に2回以下の投網がほとんど。

一投網あたり300箱以下の漁獲がほとんど。

「紘
一

日
配
役
期
一

説
明
判
一

↓一4

一

S! §:a自白店員 S~ H § ~ 

漁獲籍数
国

白i側主

口l~祉

国』三社
iEE 
- (100,000,000) 
偏

昏 （200,000 ,000) 

(300,0001000) 

合理化案A-Dをプ口三；；江タ卜期間中の収受に

当てはめたときの収支の変化
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